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　古代蓮の里を題材にした「俳句コン
テスト」と「写真コンテスト」の入賞作
品が決定しました。作品（俳句部門は
最優秀賞１句・特選10句、写真部門
は特選１点・入選10点・佳作15点）
は古代蓮会館で展示しています。
　なお、俳句の優秀作品集を商工観光
課および同館で配布しています。
▶展示期間　11月20日（日）まで
▶そ の 他　�古代蓮会館の入館には入館料（大人400円、小人

200円）が必要です。開館時間は午前９時～午
後４時30分（入館は午後４時まで）

▶入 賞 者（順不同・敬称略）
【俳　句】
最優秀賞　南雲秀子（所沢市）
特　　選　�新井森久（熊谷市）、磯田かずえ（群馬県高崎市）、

大塚美代子（東松山市）、岡田悠也（さいたま市）、
笠原正士（群馬県館林市）、加藤あい子（草加市）、
杉山榮（羽生市）、珍田千代子（群馬県安中市）、長
岡司泉（鴻巣市）、丸山博子（鳩ヶ谷市）

【写　真】
特　　選　田中三郎（小川町）
入　　選　�石井良承（東京都日野市）、石川栄一（越谷市）、伊

藤徹威（千葉県匝瑳市）、内野忠彦（さいたま市）、
柴田宏（戸田市）、長島善江（行田市）、早野由香（東
京都葛飾区）、原田源三郎（茨城県守谷市）、平澤悦
夫（久喜市）、宮地英敏（加須市）

佳　　作　�上島泰則（千葉県柏市）、及川庄一（小川町）、大熊
文也（久喜市）、大場金蔵（東京都江戸川区）、川邉
千代子（東京都品川区）、坂本徹（群馬県桐生市）、
鈴木清子（さいたま市）、野島芳明（東京都福生
市）、萩原武治（久喜市）、半田充右（行田市）、蛭川
隆市（熊谷市）、増田稔子（行田市）、吉川和美（川口
市）、吉田利夫(白岡町)、和木通（新座市）

▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線３８２）

秋季全国火災予防運動
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「消したはず　決めつけないで　もう一度」
　11月９日（水）から15日（火）までの７日間、
全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。
これは、火災が発生しやすい季節を迎えるに当
たり、皆さん一人ひとりに火災予防に対する認
識を深めていただき、尊い生命や大切な財産を
火災から守るための運動です。
　日ごろから、次の７つのポイント（３つの習
慣・４つの対策）を実践し、外出時や就寝前に
は、もう一度火の元を確かめ火災を発生させな
い、万一発生したときは、小さな被害で食い止
められるように心掛けてください。

『住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント』
　　　―３つの習慣・４つの対策―
３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

で使用する。
○�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず

火を消す。
４つの対策
○�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を

設置する。
○�寝具、衣類およびカーテンへの火災を防ぐた

めに、防炎品を使用する。
○�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

器などを設置する。
○�お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣

近所の協力体制をつくる。
▶�問い合わせ　消防本部予防課
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